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皆様、お目にかかれて光栄に思います。お忙しいなか、特別にご出席いただいた慶尙北道ジュ・ナクヨ
ン行政府市長, また中国・日本・モンゴル・ロシアからご出席いただいた各会員団体の皆様、そして韓
国代表の皆様に心より感謝を申し上げます。

世界的な観光名所である美しいこの濟州島で東北アジア地域自治団体連合(NEAR)の「経済人文交流分
科委員会」が開催されましたこと、お祝い申し上げます。また、行事の準備に労苦を惜しまなかった慶
尙北道の関係者の皆様にも心より感謝を申し上げます。

ご存知のように、1998年NEARの初分科委員会として慶尙北道をコーディネートにし設立した「経済通
商分科委員会」は出帆以来、会員地域間の実質的な経済通商交流をとおして地域共同の繁栄と経済発展
を追求しながら経済及び投資政策の交流・協力はもちろん、投資通商セミナー、貿易商談会の開催及び
電子商取引支援システムの構築など様々な交流・協力活動を展開してまいりました。

以後, 経済通商交流協力の外緣を拡大するため、同年9月全羅南道で開催したNEAR実務委員会で「経済
人文交流分科委員会」として改称した以来、始めて開催することになり意味深いと考えております。今
日の経済活動は文化や感性など人文が結合した創造経済の時代に進みつつあり、これは意味のある変化
だと考えております。 

今の世界は国家間の国境を越えて地域間の協力が活発になる超国境時代に変化しており、地域及び地方
間の交流・協力の重要性が日に日に高まっています。このような面で現在、東北アジア地域で生じてい
る国家間の葛藤も地方政府間の交流、協力の強化をとおして解消できるものと考えております。

21世紀はアジアの時代であり、東北アジアが成長潜在力を基にして政治、経済、文化などでその中心
側にあるほどその役割はかつてないほど大きいといえます。よってNEARは、経済、文化、教育、科学
技術、環境、観光など様々な分野の分科委員会の活動をとおして地域内の交流・協力をさらに拡大して
いき、地域の平和や安定、繁栄を具現するため尽力してまいります。

くれぐれも、成功で生産的な分科委員会になることをお祈りいたします。また、本日ご参会の皆様のご
健勝を祈念し、お祝いのことばといたします。御傾聴いただきありがとうございました。 

東北アジア地域自治団体連合 事務総長  Kim, Jae Hyo

皆様、お目にかかれて光栄に思います
東北アジア地域自治団体連合の各会員団体の皆様を心よりご歓迎いたします。

大陸と海洋をつなげ、天恵の自然景観が秀麗な世界的な休養観光地であるこの濟州島で「2013 東北アジア
地域自治団体連合 経済人文交流分科委員会 」が開催されましたこと、お喜び申し上げます。 
ご出席いただいた国内外の各会員団体及び発表者の皆様、そしてキム・ゼヒョNEAR事務総長と関係者の皆
様にも心から感謝を申し上げます。

東北アジア連合は出帆して17年余りの歳月が流れる間、総会、実務委員会、分科委員会など各種行事をとお
して会員国間の理解を増進し、交流のため継続に努力してまいりました。 

我が慶尙北道でも「経済通商分科委員会」のコーディネートとして1998年より2012年まで第9回の「経済通
商分科委員会」を開催し、通商促進セミナー、輸出商談、特産品及び優秀商品の展示などの行事をしました
し、毎年東北アジアビジネス促進会議を開催するなど各会員団体間の経済通商交流の活性化に継続して努力
してまいりました。

これから我が慶尙北道は経済通商協力より、進んでは新たな文化隆盛の時代に融合と創造経済の次元で人文
交流が経済分野につながり、経済通商交流が人文交流に伝播する東北アジア地域の真の共同繁栄に寄与する
ため既存の「経済通商分科委員会」を「経済人文交流分科委員会」として拡大・改編し、「 東北アジア地域
経済と人文交流の出会い」という主題として今回の会議を開催し、NEARの会員団体とともに化合と討論の
場を開くことになりました。

我が慶尙北道では韓国の文化隆盛を導くコレア、シルクロードプロジェクト、慶州世界文化エキスポ、新村
世界化などの事業をとおして人文と経済の融合発展のための継続な努力をしており、これからも「経済人文
交流分科委員会」とともに協力し、益々内的な充実を期したいと考えております。

尊敬する各会員国の参加者の皆様！

今日のこの会議をとおして新たに開いていく東北アジア地域の経済と人文交流の舞台で地方政府間の協力が
さらに拡大することをご期待いたします。これからも慶尙北道はいつも皆様とともに交流と協力をさらに強
化してまいります。再び、NEARの「経済人文交流分科委員会」の開催をお祝いいたします。最後に、本日
ご参会の皆様のご健康とご多幸を祈念し、お祝いのことばといたします。

御傾聴いただきありがとうございました。

韓国 慶尙北道行政副知事  Joo, Nak Young

ご歓迎の詞 ご祝詞
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特別講演

シルクロードと韓流ロード
Choi, Gwang Sik

(韓国全前化体育観光部長官)
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シルクロードと韓流ロード

Choi, Gwang Sik 
(韓国全前化体育観光部長官)

始めに

私たちは、シルクロードを通じて絹を含む多くの文物と様々な宗教や文化を受け入れた。最初は草原路

を通じて青銅器文化を受け入れており、シャマニジュムは、このとき北方から流入された。中国で始

まった儒教思想は漢四郡時期、韓半島に伝来して収容されて今まで韓国人の価値志向に深く根ざしてい

る。一方、インドで始まった仏教はガンダーラ地方を経て、川山路を通じて、西域から伝えられ、中国

を経て韓半島に流入された。このようなシャーマニズム、儒教思想、仏教文化は韓国の歴史とともに呼

吸してきており、土着化され、韓国伝統文化の根幹をなしている。

私たちは多様な文化をシルクロードを通じて受け入れて韓国文化の体質の上に変容発展させてきた。そ

して韓国は文化輸入国から文化輸出国になったとも言える。シルクロードが他の文化を受け入れた道だ

ったら、韓国文化を世界に送り出す道を韓流ロードといえる。私たちはシルクロードと韓流ロードを通

じて文化交流をさらに活発にして創造的な韓国の未来を設計することができるだろう。

1.  シルクロードの概念

シルクロード（Ｓｉｌｋ ｒｏａｄ  絲綢之路）とは、言葉そのまま貿易を通じて絹が移動した道であ

る。中国で生産された絹は交易品やプレゼントであって、周囲の諸国に伝わった絹は織物としては極上

品に属するもので華麗な衣装の材料であるだけでなく、国家や個人間の譲与品やお金を代わりにする支

払いの手段としてまで使われ、西欧世界でも貴重に扱われた。

シルクロードの基本的機能はオアシスの発展過程で現われた対象貿易による交易ルートであった。

より重要なのは、貿易を通じた人的交流、物的交流の付随的な現象として、文化の伝播と交流が行われ

たという点だ。従って、現在のシルクロードは’文明交流’の代名詞としてより広い文化的意味で使われ

ている。

シルクロードをめぐる文化交流とその通路に対する研究が多岐に進展され、シルクロードの概念は拡大

された。中国から中央アジア、サアシアのオアシス地帯を経てイスタンブルとローマに達する貿易ルー

ト全体を示すだけでなく、ユーラシア大陸北方草原地帯を東西に横断する’草原路(ステップルート)’や

南方のアラビア海、インド洋、東南アジアを迂回して東アジアにつながる’海上路(南海ルート)’もその

範疇に含まれたのだ

2. シルクロードと仏教文化

シルクロードが文明史的交流に多大な役割をしたということはいくら強調しても過言ではないが、特に

我が国の歴史と関連して最も注目される点は、仏教文化の流入である。仏国寺、石窟庵、八万大蔵経な

どUNESCO指定世界文化遺産を含め、現在残っている文化遺産の半分以上が仏教関連遺跡と遺物として

その文化的影響力を推し量ることができるだろう。 

仏教はインドから始まり、中国を通じて韓国に伝来された。仏教がインドから中国に伝播されたのは、

シルクロードを通じてだった。仏教はガンダーラを経て、タクラマカン砂漠地域のオアシス路に乗って

中国で入って来たが、先に西域南道地域で寺院建築の形で発達した。 

以降仏教文化の中心は西域北道に移されたが、そこでは様々な石窟寺院の造成で表している。

カシュガルの三仙洞石窟やクチャのクズル・クムトゥラ石窟、焉耆のシクチン石窟、トルファンのベジ

ェクリック石窟などがそれである。実は、中国のシルクロードの旅行はまさにこの石窟寺院を探訪する

旅行といっても過言で、その中の代表的な石窟は敦煌の莫高窟(#2L、千仏洞)になる。 

特に莫高窟の壁画は敦煌の石窟を代表している。そのなかで第220窟と第335窟に描かれた維摩経ビョ

ンサンドの鳥羽冠を書いた人物は、中央アジアサマルカンドのアプラシアプの壁画に描かれた鳥羽冠を

書いた人物とともに高句麗人がそのモチーフになったという点で私たちとも関係が深い。 

敦煌は元国以降、オアシスロが衰弱してから、その役割が縮小された。そうするうちに20世紀初めに

再び注目を受けることになったが、その理由は蔵経洞とも呼ばれるの莫高窟の第17穴から多くの量の

古書と古文書が発見されたためだ。 

その搬出された様々な資料の中には、我々とも直接的な関連があるものとは、ペリオが、フランスに送

った資料の中に、新羅の僧侶・慧超が書いた《往五天竺国伝》が含まれていたことである。
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3. 新羅美術とシルクロード

新羅美術が北方または西域の影響を強く反映しているという点は新羅美術の様々な特徴の一つと指摘さ

れてきた。北方と関連しては紀元前7世紀頃出現した遊牧民族であるスキタイ文化が早くから注目され

たが、スキタイ美術の特徴は動物文様である。これはスキタイの本拠地である黒海沿岸地域から遠く離

れた中国の辺京にまで波及されていますが、その東部地域であるスキトシベリア(Scytho-siberia)の最

後に韓半島が含まれている。 

一方、新羅美術には西域の色彩も強く現れて、そのような姿をよく見せてくれるのが三国時代の新羅の

古墳の副葬品である。その代表的な例が皇南大塚から出土されたガラス製品と金属工芸品である。

皇南大塚のガラス製品は南墳で7個、北墳から4つが出土されたが、このうち、シルクロード交易品と

されるのは南墳3個、北墳2個だと言う。 

このような物品が皇南大塚から出土した理由については、新羅が中国に頻繁に使者を送った事実と関連

があるだろうという見方もある。もしこのように見ると、このような美術品の存在が新羅とシルクロー

ド上の西域の直接交流を示す証拠とは断定できない。ただ、間接的であっても、新羅の文化に及ぼした

シルクロードの影響、シルクロードを通じた文化交流の様相を示す遺物であることは間違いないのだ。

統一新羅初期の彫刻は三国時代の伝統を基盤にしながらも、外国の最新動向を受け入れて消化して古い

ものと新しいものが共存する多様性を示していると評価されている。その後、統一戦争が終了する680

年前後に、新羅の首都である競走を中心に事実的で力があふれる作品が製作され始めた。これは、この

時期深まった仏教に対する理解と発達した製作技術、そして唐がインドに留学や聖地巡礼に行ってきた

僧侶たちが伝えてきた仏像の影響が複合された結果なのだ。 

8世紀前半から中葉に至る時期には優秀な製作技術を基にバランスと調和がよく行われた仏像が制作さ

れた。代表的な作品がまさに石窟庵で、これは韓国美術の古典期を代表する傑作といえる。石窟庵は花

崗岩石材を合わせて作った独特な形の人工石窟である。インドや中国の石窟が自然岩盤を穿って作られ

たものとは違う姿だ。

統一新羅彫刻の流れは南北朝時代や隋・唐など、中国の影響に韓国仏教の独創性が加味された結果であ

る。 ところが、新羅の彫刻の中にはグェルン(掛陵)の武無人像と一緒に中国以外に西域やインドの影響

を受けたものとされる作品も確認されでいる。 

新羅美術に見える西域的あるいはインド的要素が西域を通じて直接伝来されたであるないが、中国を通

じて入ってきたものであれ、新羅と西域、インドの間の直・間接的な交流関係自体は十分に認定され得

ると考えられる。

4. シルクロードと韓国文化

これで私たちは東西交流にあたって、文明の交流の代名詞として’シルクロード’の意味を理解してシル

クロードを通じた文明交流の実像を歴史の現場で具体的に調べて見た。そしてこれを通じて韓国の文化

が、古代から中国を含めて、西域、そして西洋に至るまで、様々な文化の影響を受けながら形成されて

きたという点を確認することができた。その中でも特に宗教の流入が、大きな流れを占めていると言え

るが、インドの仏教や西アジアのゾロアスター教、マニ教、イスラム教やキリスト教など私たちが知っ

ているほとんどすべての外来宗教は、シルクロードを通じて東方に流入したのだ。その中でも仏教は、

韓半島にまで伝来されて韓国文化形成の一軸を担当してきたのである。

韓国文化の特徴は単純に説明することはできず、韓国の文化は非常に重層的で複合的な性格を有してい

る。よく韓国文化の特徴を質素さや素朴な味わいなどと表現するが、高麗仏画を見ると、華やかさと優

雅さも、韓国文化の特徴というのが感じられる。質素さと素朴さは朝鮮時代の文化の特徴で我々がよく

朝鮮時代のものを私たちの伝統文化全体だと誤解するためにそれだけを韓国文化の特徴と考えたのだ。

私たちは隣国の中国の影響をたくさん受けながらもハングルのような独特な文化遺産を創造し、日本と

交流していたことにも武士的伝統とは異なる性格のソンビ文化が発達した。歴史的に見てみれば、同じ

韓国の伝統文化としても古代の文化と高麗の文化が違って、また、高麗の文化と朝鮮や近代韓国の文化

が互いに異なっていた。高句麗古墳の壁画が持つ躍動性や百済金銅大香炉の精巧さ、新羅の金冠のバラ

ンス、高麗青磁や高麗仏画が持つ華やかさと優雅さ、朝鮮白磁や粉青沙器が持つ質素さと素朴さなど、

時代別、国別、地域ごとに様々になっている文化的性格は韓国の文化が持つ多様性をよく見せてくれと

言うべきところだ。

 韓国文化は、シルクロードを通じて外来文化と絶えず接触し、その内容を受け入れ、融合してきた。

仏文化や儒教文化はみんなうちの国で固有に発生したものではないが、、私たちはこのような文化を受

け入れて韓国固有のものと融合させながら創造的な文化を発展させてきた。世界文化遺産に指定された

石窟庵と海仁寺の八万大蔵経がそうだし、朝鮮時代の性理学の発達と両班(ヤンバン)文化が、さらにそ

うだ。
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5. シルクロードと韓流ロード

前近代時代の文化交流を見ると私たちは大体シルクロードを通じて多様な文化を受け入れた’文化輸入

国’ではないかと思われる。シルクロード文化の中心であり、また、古代韓国文化の基礎になった思想

の一つだった仏教は、シルクロードを通じて韓国に入ってきた代表的な外来文化だった。私たちはシル

クロードを通じて多様な文化を受け入れて消化させて、圧縮してからそれなりの固有の個性を持った韓

国文化を作ってきた。

ところが21世紀現在の我が国は、私たちが受け入れた様々な文化を韓国文化の土壌の上で創造的に融

和させて、他の国に輸出する’文化輸出国’になった。そのような文化現象がすなわち我らに慣れた流れ

である’韓流’だ。アジアを越えてヨーロッパやアメリカ大陸までに全世界的に愛を受けたサイの’江南ス

タイル’はその代表的現象と言えるのだ。2012年に韓国に訪問した外国人観光客が1,000万人を越えた

が、1,000万人目の外国人観光客だった中国人の親子も中国で韓国のドラマ、K-Popに興味を感じてい

ながら、韓国を訪問したという。言ってみれば、今は韓国文化を外国で流すターニングポイントであ

り、韓流を通じて、東西文明の文化、経済、政治を疎通させて融和させる新しいシルクロード、つま

り’韓流ロード’を生み出している時期なのだ。ただ、韓流ロードは、かつてシルクロードのような物理

的な道ではなく、様々な媒体を利用するデジタルロードである。

韓流は1990年代中半ば、ドラマを通じてアジア地域で始まった。アジア地域でドラマ、映画など、韓

国の映像コンテンツが人気を享受した1990年代後半から2000年代半ばまでを第一段階と見られるが、

これを韓流1.0時台だといえる。以後2000年代半ばから2011年くらいまではアジアはもちろんフラン

スを中心とした西欧社会でK-Popの人気が広がった韓流の二番目の段階として、この時に韓流2.0時台

と呼ぶことができる。 

こうした韓流の進化過程を見れば、韓国の文化を通じてアジアだけでなく、世界人たちと疎通すること

がそんなに不慣れなことではないという点を発見することになる。。。だから、2012年以降はドラマ

や音楽といった大衆文化だけでなく、大衆文化を基盤にしながらも、韓国の伝統文化と芸術など、様々

な文化全般を世界人たちと共感するために努力する時期として、これを韓流3.0時代に定義できると思

う。K-PopやK-Dramaだけでなく、映画、クラシック、韓国語,スポーツ(テコンドー)、医療、法制、教

育や産業横断のK-Culture、K-Styleが、世界各地で受け入れられる時代であるのだ。

この前韓国のインディーズバンドの北米ロック・フェスティバルで良い舞台を見せ、現地人たちの大き

な反響を導き出したというニュースに接したことがある。ところで韓国のインディーズバンドのメンバ

ーがアメリカ人は東洋的な感じで踊りながら遊んでくれる姿を見たらロック音楽が米国で始まったとし

ても韓国人たちが演奏すれば、韓国的な感じがするような気がしたという内容のインタビューをしてい

た。今まで私たちは、伝統文化をよく知らないことや現在の私に似合わないこと、さらには、世界人た

ちと共感しがたいものと思ってきたが、K-Popの事例を見ると、韓国の伝統文化は私たちに内面化され

ているということが分かる。

第二は現代の純粋文化芸術として今まで私たちは韓国文化の世界化に向けて様々な政策を展開してきて

おり、その成果も少なくなかったが、実はまだ、我らの純粋文化芸術に対する世界人の関心は高くな

かったと思う。ドラマと歌謡といった大衆文化芸術が我の日常を見せてくれたとしたら、純粋文化芸術

は私たちの美意識、感性、思考体系を示すことができる媒体になるだろう。2011年、米国で発行され

た小説。お母ちゃんをよろしくの成功は、世界の人々が韓国の文化芸術に共感できることを示す事例で

ある。人なら、誰にも通じる何かを入れている純粋文化芸術の力が韓流の根本に置かれているべきなの

だ。

第三は様々な文化コンテンツの産業化として、産業化の目的は、標準化された生産と消費を通じた利益

の実現であると同時に、これまで文化産業政策も同じく文化芸術と大衆文化を富の源泉と考えてきた面

が強い。でもこれも創造して共有し、共感する’文化’を媒介とするために一般的な産業とは別の側面が

ある。私たちの文化が創意力と想像力と結合されて新しい何を生み出すことは、ポ統領ポロロやポルチ

ョンリロボカポリの例に見られるようにその成功の可能性がすでに証明されているとする。
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最後に

前近代にシルクロードを通じてわが国が外国の様々な国、様々な文明と交流したように、現代には韓流

ロードを通じて他の国と絶え間ない文化交流を続けて出ている.これを通じて世界のいろいろな人たち

が韓国の伝統文化、純粋文化芸術を見て、聞いて、楽しみながら共感して、私たちも彼らの文化を楽む

双方向交流が実現されると思う。これがまさに韓流3.0時代の真の目標になるだろう、

韓流が世界人たちの注目を再び受けるようになったことは2011年だ。K-Popがソーシャルネットワー

クサービス(SNS)やユーチューブなどのデジタルメディアを乗って世界に拡散し始めてからである。           

サイの ‘江南スタイル’もこのSNSとユーチューブのおかげで世界人たちの共感を引き出すことができた

のだ。こうした脈絡から見れば韓流ロードの範囲は’デジタルロード’を含めているといえる。 古代シル

クロードで象徴された東西文明の疎通が初めて、陸上からスタートして、、次第に海上路、空中飛行の

路線が追加され、人工衛星とインターネットの発達で、今はユーチューブフェイスブックのような各種

SNSなど、デジタルロードに拡大されたものといえる。シルクロードの中心が西岸とローマで、慶州は

周辺だったが、韓流ロード(デジタルロード)の中心は韓国であり、これによって競走エキスポは、シル

クロードの交差路のイスタンブールで成功的に行事を終えることができた。

このように私たちは自ら韓国文化の特徴をよく知って意味を付与し、楽しむことができなければならな

い。また、外国の人々が韓流を楽しむように、我々も他の文化を観覧して体験しなければならないだろ

う。私たちがシルクロードを通じて中国と西域や西洋の多様な文化を受け入れてより新しく発展させた

ように、相互交流の開かれた姿勢と融合・複合的な共存と調和の精神を堅持すると、韓流の持続的な発

展を叶えるだろう。文化の双方の交流を通じて相互間の文化を尊重してさらに発展させ、人類文化の発

展を図るべきであるものだ。

クチャのクズル・クムトゥラ石窟、焉耆のシクチン石窟、トルファンのベジェクリック石窟などがそれ

である。実は、中国のシルクロードの旅行はまさにこの石窟寺院を探訪する旅行といっても過言で、そ

の中の代表的な石窟は敦煌の莫高窟(#2L、千仏洞)になる。

特に莫高窟の壁画は敦煌の石窟を代表している。そのなかで第220窟と第335窟に描かれた維摩経ビョ

ンサンドの鳥羽冠を書いた人物は、中央アジアサマルカンドのアプラシアプの壁画に描かれた鳥羽冠を

書いた人物とともに高句麗人がそのモチーフになったという点で私たちとも関係が深い。 

敦煌は元国以降、オアシスロが衰弱してから、その役割が縮小された。そうするうちに20世紀初めに

再び注目を受けることになったが、その理由は蔵経洞とも呼ばれるの莫高窟の第17穴から多くの量の

古書と古文書が発見されたためだ。 

その搬出された様々な資料の中には、我々とも直接的な関連があるものとは、ペリオが、フランスに送

った資料の中に、新羅の僧侶・慧超が書いた《往五天竺国伝》が含まれていたことである。
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ニンシャ農民協同組合の
発展現況

Liu Zhijun
(中国ニンシャフイ族自治区)

最近、ニンシャ自治区の各農経部署では、‘発展と規範の同時推進’という路線に合わせ、現地農業の主
導産業の発展と農家所得増大の必要を中心として 農民協同組合の発展を促進し、ニンシャ自治区の農
民協同組合が制度的により改善されて収益連携メカニズムを絶えず改革する駸駸たる発展の態勢がみら
れます。 

1. 基本現況
2013年 6月末までの統計によると、全自治区内のあらゆる部類の農民協同組合が3152ヶ所、組合員が 
20.8万人として、非組合員55万人を先導しております。 
これは、其々の農民合計の19.6%と51.9%に至ります。あらゆる 農民協同組合は、ニンシャ自治区の
諸般なる農業の特徴や優位産業および農村サービスの領域を引き受けることで農業の構造調停と農民市
場への侵入を推進して農業産業化の経営を発展させました。それで農業効果と農民所得の増大において
重要な牽引車の役割を果たすことで、ニンシャ自治区農業と農村経済の発展を促進する力の中で一つに
なりました。それには、次のような特徴が見られております。  
1) 協同組合の発展においては、早い成長の傾向が見られております。 国家政策の支持で農民協同組合
は、農業農村経済と市場発展の要求に応じて 数量的な優位から始めて、漸進的な規範かを通じて早く
発展しました。 農民協同組合は、2010年度の1827ヶ所から2013年6月には3152ヶ所に、1325個が
増加しており、その増加率は72.5%になります。組合員数も20.8万人で 2010年に比べ 5.1万人なり
32.5%が増加しました。中でも、農民組合員数が20.5万名で全体組合いん数の98.5%以上を占めてい
て、55万の農家を導いております。
2) 栽植農業と牧畜業を中心とした中堅産業の発展が優位を占めています。3152ヶ所の農民協同組合
の中で栽植農業が1248ヶ所になり、総数の39.6%, 牧畜業が1121ヶ所で 35.6%, 林業が 285ヶ所で 
9.0%, 漁業が 52ヶ所で 1.6%, サービス業が 268ヶ所で 8.5% (農機械サービスが192ヶ所で、サービ
ス業の 67.4%, 総数の6.1%), その他が180ヶ所で 5.7%になります。全自治区の農民所得増大の中堅産
業になる栽植農業と牧畜業は発展の目立つ傾向が見られ、両部類の協同組合数の増加が総数の75.2%を
占めております。 

3) 農民を主体とし、農民の意見を尊重しております。農村人材、農村集団、個人業主、会社、企業、
科学技術院など、多くの発展の主体らの中でも農民を主な主体にします。3152ヶ所の協同組合の中
で農民が設立したのは 2961ヶ所で協同組合数の93.9%になり、企業が設立したのは73ヶ所で総数の
2.3%、既層農業技術サービス組織が設立したのは40ヶ所で1.3%, 社会団体および その他で設立したの
が78ヶ所で 2.5%を占めております。 協力方式としては資本協力、土地協力、生産協力等がありまし
て、収益分配の方式としては 利潤分配制、リベート、増資、現金受領などになります。
4) 規範的運営と指導力の強化であります。農民協同組合は ‘農民専門協同組合法’と ‘農民専門協同登録
管理条例’に基づいて商工行政管理部門にて 登録してから農経部門にて受付を行い商工・農経部門での
監督管理の下で運営される事となり定款、制度、機構人力の専門化、運行制度化、管理規範化が 基本
的に具備されております。最近まで農経部門の認証を通じて商工部門に 登録した協同組合は3026ヶ所
で、総数の96%を占めしており、農業主管部門が示範組合として認定された組合は500ヶ所余りで総数
の16%になっております。 
5) 一体化サービス能力の強化であります。協同組合は普遍的に 組合員達に統一された種子・種苗の供
給、 統一された栽培・飼育標準、統一された生産資料の供給、統一された技術規則、統一された技術
サービス、統一された ブランド包装、統一された価格販売、統一された収益分配など、‘X統一’サービ
スを実施することで農民らの組織化水準と市場競争力を大きく高めました。 3152ヶ所の協同組合の中, 
農産品の統一販売が80%以上の 組合は630ヶ所、加工工場を設立した組合は315ヶ所、信用協力と会員
間の資金協力に参与した組合は315ヶ所に至ります。 
6) 統一組織、サービス能力のあらたかな向上であります。協同組合は ‘注文型農業’, ブランド化販売、
科学技術情報サービスやローン等の方式で 全体農民数の51.9%になる55万人を率いており、約60%の
農産品が組合を通じて販売され、年間販売額になる100億元の中で組合直接の販売額は50億元 以上で 6
億余り元の 利潤を創出して、農民達に4億余りの元をリベートすることで組合員の所得は非組合員より
も 300元以上も上回っていました。
7) 収益連携メカニズムを利用した協同組合の効率的な確報することであります。2012年 2787ヶ所の
協同組合の中で、積立金、公益金、危険準備金を保有している組合が650ヶ所で全体組合の23.3を占め
ており、配当可能な剰余金を引き取り件数によって組合員に返還する組合が903ヶ所で、総数の 32.4%
を占めていて、その中の配当剰余金を60%以上返還する組合は 700ヶ所で 77.5%になっております。
8) 専門的な育成事業の展開を通じての管理人力の素質向上であります。 ニンシャ自治区農民協同組合
の健康な発展、規範化の運営、効率増大の促進のために協同組合担当者達の管理水準と運営能力を向上
させております。最近 5年の間、自治区農経先では、‘陽光プロジェクト’と ‘協同組合規範化建設’を結合
し育成事業を展開していて、毎年には全区 5ヶ所の大都市、 22県(市, 区)の各級, 規範化 協同組合の 理
事長、財務人力および中心となる組合員を対象に100回余りの法律知識、協同組合の規範化、建設、会
計の基礎知識、農産品の品質安全に関する知識教育を実施しております。2012年前に全区の 2787ヶ所
の協同組合24.1万人に教育を実施して、組合あたり平均 86.5人が教育を受けました。
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2. 農民協同組合の主なる方針と発展

1) 政府の支援を基に発展を推進することであります。最近、中央から地方に至るまで、 農民協同組合

組織に対した一連の支援政策を提示して、協同組合に対した支援幅を不断に 拡大し続けて農民協同組

合の発展を大きく推進しました。2011年 1459.5万元だった各級財政専門支援金の総額は、2012年に

は1926.5万元に増え、 2013年自治区は農業特色優位産業の発展資金の中で 600万元を示範農民協同組

合の設立活動の支援金に回し、統一新品種の導入、生産資料の購買、生産技術の補給、病虫害の予防、

商品段階別の包装、買い入れと買出し等のサービスに対した審査と研修を行ってから自治区級協同組合

として確定されると該当組合に一括払いで 10万元を支援しております。

2) 大々的な宣伝で発展を誘導することであります。

 ‘農民専門協同組合法’,‘農民専門協同組合の登録条例’、 農民専門協同組合の税金減免政策’, ‘農民専門協

同組合の示範定款’ など、一連の法律法規と自治区関連政策の公布により、各地域では‘宣伝の月’活動を

実施してプランカード設置, 宣伝標語の付着、宣伝資料の配布、 特集番組放送、主題 解説講座開設な

ど、様々な形式の処置を通じて国家政策と 法律法規 を広報 することで農民協同組合発展においての良

好な社会基盤、世論基盤、群衆基盤を造成し、ニンシャ自治区農民協同組合の素早くて規範化された発

展を果たしております。 

3) モデルを利用して発展を導くことであります。 農民専門協同組合の発展と運営をより規範化するた

めにニンシャ‘農民専門農民協同組合の示範組合設立標準’と‘ニンシャ農民専門協同組合規範’に従って、

農民協同組合を最初になる設立から規範化された運営で発展して行けるように導いております。各地域

は 定款作成と制度構築、内部管理、生産経営、組合員サービス、収益配当等において規範化された管

理を施行しております。 示範協同組合の育成と発展に主力してモデルや見本を樹立することで牽引車

の役割を十分に果たしました。 しかも、協同組合の利益連携メカニズムと利益配分メカニズム構築を

強化しました。積極的な指導を通じて 協同組合の利益連携メカニズムと民主管理制度の改善、内部運

営メカニズムの完備, サービス 機能強化を助けています。 2012年末までに、全自治区にて性急示範協

同組合 186ヶ所を育成しまして、その中で101ヶ所が国家12箇部および委員会から国次元の示範協同組

合として認定され 8ヶ所が全国優秀示範協同組合として農業部から表彰されました。335ヶ所の協同組

合が ‘3品1表(無公害農産品、緑色食品、有機農産品と商品原産地の表記)’認証を通過しまして、238ヶ

所が知識財産権のあるブランドを持っております。

4) サービス強化で発展を促進することであります。最近、各地域の農民協同組合は、中国の 東西部の

協力および投資貿易相談会、中・アラブ経済貿易フォーラム、中国回族ビジネスフォーラム等の大規模

のビジネスフォーラムに參席するように、積極的な弘報と推薦活動を展開しております。

また、, 協同組合の責任者を先発してサンシ、ホウナン、アンフイ等の地域ヘ派遣して考察し、教育を

受けさせて外部の先進経験と方法らを学習して導入するようにしております。‘陽光プロジェクト’, ‘新

型農民育成プロジェクト’と結合して人材教育を強化しており、技術人力を先発して協同組合へ派遣す

る事で、技術諮問、業務指導を担当して、実際に問題解決を助けております。それから、農業情報ネッ

トワークを通じて協同組合へ市場と技術などの情報サービスを提供して協同組合が定款を改善して制度

が完備出来るように指導して、漸進的に規範化された発展レールに立ち上がろうとしております。 積

極的に金融部門と交渉して、協同組合の資金調達問題を解決できる政策と措置を摸索している中であっ

て、 民間資源の統合, 向進銀行の設立,少額貸出機間, 農民資金共済協同組合, 多次元∙多元化の新型 農村

金融機構の育成をつうじて協同組合の資金調達の難しい問題を効率的に解決することで、 協同組合の

規範化された高速発展を促進しております。ニンシャ・タイシン農村資金管理会社は、2013年 インチ

ャン市 38ヶ所の協同組合に 1650万元の貸出しまして、ダウクォウ・スイン村進銀行は、すでに2３ヶ

所の協同組合に累計 3700万 元の貸出しました。その中 、2013年には13ヶ所の協同組合に約1100 万

元 を貸出し、農民協同組合の発展を大きく促進しました。

3. 成果現況

1) 農民組織化の水準を向上させて農産品の品質安全の統制可能性を実現しました。 農民協同組合の発

展は農村で分散経営をしている農民達が結成して、市場情報や市場需要に従って計画的に生産品種と数

量を決め、計画的な買出と買入が可能になるようにして、多くの農民達の生産と急変する市場が効率的

にドッキングを実現すると同時に, 農業保険に参与させて、農民達が情報, 資本, 生産規模, 貯藏と運送

手段等のあらゆる要因からの制約をうける状況を改善する事で、危険と利益をともにする利益連携体制

を形成し、農民達が自然と市場という大きい危険に対して、抵抗と予防できる能力を向上させました。

また、協力機構は内部の自律的なメカニズムを利用して会員の行為を規範化し、標準化生産を推進しな

がら農産品の安全技術規定を制定する事で生産過程から始め、農業生産資料の使用を統制しておりま

す。農産品 の‘有機、 緑色、無公害’認証を実施して、農産品の品質追撃制度を構築していますし、農産

品の商標登録を申し込んで 地方の特色ある地域ブランドを育成することによって、商品の知名度と付加

価値を向上させて 市場競争力を効率的に向上させました。 例えば、インチャン市 ホウフイ加金農民専門

協同組合は、卵洗いバーコーディン・マシンを設置して自家生産した卵と、組合員から買い入れたものを

差数を分けてバーコーディンして、消費者が卵の品質異常で申告したり品質検査部門で問題を発見した時

に、卵のバーコードに 根拠をおいて問題の卵がいつ、誰から買い入れた物なのかを速やかに判断し、 す

べての商品を回収してから、生産者の責任を問うことで組合員の資格を取り消しております。
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2) 土地の規模化経営を推進しました。農民協同組合は組合員の土地を集結して 統一的企画、統一的な
経営で土地の問題を解決し、資源の最適化組合を実現することで、土地の規模化経営, 新品種の導入と
新技術の補給、農業の機械化作業において有利であるようにして、生産原価を下げて土地の算出率と労
働生産率を向上することで、農業産業の構造調整を推進し、優位農産品区域配置の形成と特色優位農業
の発展を加速化するようになりました。例えば、ホラン県スチャン養殖生産、販売 専門協同組合など 3
ヶ所の協同組合は 2013年, リガンジンランガン村で、耕作地 5200苗(1苗は666.67m2)に‘ランガン村
苗田畑のカニ養殖と稲栽培の現代化生産示範区域’ プロジェクトを実施しましたし、協同組合は稲機械
化栽培技術、総合病虫害の予防技術、優良品種と稲、カニ立体生態養殖と 栽培方式などを導入して、1
苗当たり 稲 500kg , カニ 20kg を生産して 1苗当たりの収益 3000元を創出しました。
3) 特色優位産業の発展を推進しました。ニンシャ自治区の13ヶ所の特色ある優位産業には、協同組合
が全部参与している他にも、牽引車の役割を果たして特色優位産業の急激な成長を推進しております。
ユンニン県のドォンヤン果菜類、ショウラン果物業, テンテンセンなどの果物専門協同組合は、ユンニ
ンに投資して果物生産団地を設立してから、ユンニン県の園芸面積は、2005年末に 4845苗だったのが
現在は10万苗に増えました。 
それから、 リトォン区のテンルウィ、シェフ、フノンナ等牛乳専門協同組合は、大規模の放牧発展を
目指して、ウチュン市の新設大規模の牧場 52ヶ所を導いております。フンスボグイヌン漢方薬材専門
協同組合は、周辺の約1000ヶ所の農家を率いて約3000苗に漢方薬材を栽培しています。イェインチ県
ファンウィ羊牧専門協同組合は毎年、羊 4万余りを販売し、周辺の 300世帯の農家が 7万余りの羊を放
牧しております。トォンシン 県 テンチさつま芋専門協同組合は毎年、さつま芋 50万トン以上を買入し
て、トォンシン県 さつま芋産業の発展を導いていて、チントォンシャ・ファビャウ施設の園芸果物専
門協同組合の販売せんたー設立で、イェソンジン葡萄村は、耕作地の面積が3000苗を突破しました。
4) 農業 新技術と新品種の補給と応用を促進しました。農民協同組合は、普遍的には 技術補給、技術教
育、技術改善を大事にして、自体の高度組織化の水準に根拠し、適時に 組合員へ漸進的で実用である
農業技術、優良種子、サービスなどの情報を提供し、他にも技術教育と指導を強化して産業発展の水準
を向上し、科学技術の成果の転換と応用を促進しました。 ホラン県フンランジンモウ果菜類専門協同
組合は、建設面積6600苗の規模で専門技術人力 4名を招待して、まず新種品 42種類を導入しまして、 
6種類の新技術を4120苗の耕作地に補給し、農民達の所得の累計増加は、 125万元に上りました。そ
れから、リトゥン区大風水専門協同組合と西北農林業科学技術大学、ニンシャ大学は、長期的技術支援
協力関係を結んで、山東ソウガンの専門家を技術顧問として招待してあらゆる品種のセット栽培方式を
模索しております。チントォンシャ市ジャンガン野菜専門協同組合は、测土施肥, 滴灌微灌，無土栽培
などの技術を補給しました。リトゥン区ウィミン牛乳専門協同組合は、牛乳スマート管理システムを導
入してフィットライナー評価を実施してから牛乳の年間単位当たりの生産量は1500kgも 向上されまし
た。 ユンリャン牛乳専門協同組合は大型メタンガス施設を設立して、牛糞に無害化処理をすることで
生態純化養殖を実現しました。

5) 農民のためなサービスのもっとも効率的パラダイムを作り上げました。協同組合は発展の中で住民

の願いを具現し、現実に符合する住民達の知恵を十分にたくわえて、現地にては新しい経営、管理、

サービスモデルを作り出して漸進的に補給させました。それと同時に、 ‘3農’ サービスの領域を拡大す

ることで農家自体にては解決できない、既層組織では通じなくで、 政府部門では負えない事を解決し

ました。リツン区イウワンのぶどう栽培協同組合は、いろんな部類の書籍を購買して‘葡萄書院’を設立

し、住民達の学習や閲覧において便利さを提供しまして、フリボ区食農野菜専門協同組合は ‘多家口の

連帯保証, 協同組合担保’ の方式を使用し、農民のために約 200万元の貸出を解決して上げました。チン

トォンシャ市ニンチュン香米専門協同組合は、 ‘糧食銀行’ を設立して ‘価格下落時に最低線保障, 価格上

昇時に正常価格’という原則の下で、 糧食を貯蓄して組合員の利益を保障しました。トォンシン県の食

農野菜専門協同組合は栽培団地をうまく運営すると同時に村並みの果物、野菜おろし市場を設立し、現

地販売を実現しました。イェンチ県ウィヌンさつま芋専門協同組合は、いろんな専門協同組合を連携し

て、共同運送事務室を設立してから鉄道と道路を利用して広州、上海、深浅などの地域へさつま芋を運

送しました。

6) 農民達の所得を増大させました。協同組合の統一生産標準、ブランド建設、段階別包装、統一販売

は、ある面では農産品の品質と販売価格を向上させて市場競争力と占有率を向上させました。 一方では

生産管理原価をさげて、協同組合の経営収益と 組合員 の収益を増加させました。リトゥン区チンハイ施

設農業専門協同組合の場合、2012年の純収益は 26万元、 組合員の平均純収益は15000 元で、フンウィ

ボウ区ルイファン葡萄産業専門協同組合の2012年の純収益は約100 万元になり、 組合員の平均純収益は 

3倍も増加しまして、チントゥンシャ市フイファンウィエン農機械専門協同組合は、土地2600苗を投資し

て全自治区にて、最大規模の有機農米生産団地と機械化示範区を設立して、農民達は労働と耕作地の運営

で500元以上も所得が増えました。トゥンシン県にあるチヌン果物、野菜専門協同組合の純収益は153万

元に至り、組合員の平均収益は 6334元が増加したのとともに、 生態移民村の勤労者の賃金は 約260万

元、土地賃貸料になる約90万元を払いました。イェンチ県 ウィイェン・ウィイェンファン羊飼育専門協

同組合は価格保護体制を設立して、組合員の羊であれば 1kg当たりの市場価格よりも0.5元高い価格で購

買することで、飼育農家では羊一匹当たりに約100元の純収益が 増加し、スズイサン市の2012年度の農

民専門協同組合の農民達の年間所得は非組合員に比べ 621元 も高くありました。

4. 現存する問題点

農民協同組合は漸進的に模索, 改善、 向上している新興経済運営モデルとして強い生命力と後発優位を

持っていて、成長も早くて発展も速やかでありますが、多くの至急な調停と解決を要する 問題点らを

見せております。
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主題発表 04

復興に春が来たので風景が目立つね
-湖北福興グループ’以企带村’の記録 

Ye, jianwen (中国フベイ城)

1) 基準は高くありません。最近の数年間、新たに登録する協同組合の数は急激に増えておりますが、‘
ホットな発展’に対して我らの‘クールな 思考’が必要されています。多くの農民協同組合は 小型企業や個
人企業が転換したもので、名前は変わっても運営方式は変わってないままで、あるいは新しく登録した
組合でも協同組合の基準にまったく符合されない, 営利だけが目的であって、協同組合が一つの 共済型
経済組織として農民のために服務せざるべきである責任を忘却しております。
2) 管理不良であります。定款が形式だけで存在し、民主決定がちゃんとならないと財務管理が規範的
でないのはもちろん、家族管理を実施していて標準化、規範化の生産に適応できず、農産品の品質管理
がしっかりとならない事より安全上の問題までも存在しております。
3) 人材不足であります。農民協同組合は基盤が不良で、業務やの生活与件が悪くて職員達の賃金水準
も低く、高齢人力が普遍的であって、若い技術陣と管理人力の長期勤務が不可になり、人材不足現況が
深刻であります。 
4) 資金調達が困難であります。協同組合の主な構成員は農民である訳で投資、融資能力が限られてお
ります。銀行では施設、設備、土地などの固定資産を担保としては貸し出しをしていないので、貸出経
路や方式においても限りがあります。農民協同組合は 農水産物生産加工を主にしているので、利潤が
少なく資本の蓄積が遅れることで、持続可能な発展においての資金の圧力は大きい訳であります。
5. 建議事項
1) 工業と商業、農業と牧畜業部門で 農民協同組合の登録、申告に対した実質的な審議を強化し、年 1
回の定期検査、統計報告書、抹消など、制度を実施することで漸進的に‘空っぽ’ 協同組合を除去するこ
とを建議いたします。 また、協同組合の法人教育を強化して定款に従って仕事を処理するようにし、
協同組合の共済能力を高めないとなりません。協同組合の育成に力を注ぎ、 分類、分級管理を実施し
て、国と自治区が示範協同組合に対して重点的に支持して、優先として発展させてくれる事を建議いた
します。
2) 国家と自治区が農民協同組合の発展を支持してくれるよう建議いたします。 現在、 農民協同組合は
量的基盤を樹立して、成長期に経って規範化の時期に入りました。そして、内部管理をしきりに 強化
すると同時に、規模が小さくて管理能力が不足で組合員数の少ない協同組合に対しては、再編成や同じ
部類の合併と異なる部類の連合もしくは引き受けをお進めいたします。農民協同組合の農産品に対した
品質管理を強化し標準化生産を実施して、無公害、緑色, 有機認証制度を大幅に行って品質管理の体制
を改善することで優位ブランドを創出するべきであります。
4)既層の農業技術補給部門、科学研究所、大学校および農業産業化の先頭企業を積極的に導いて、農民
協同組合へ技術、情報方面などのサービスを高めないとなりません。また、国家と自治区が政策の面で
科学技術人力らが協同組合にて勤務ことを奨励し、既存の技術人力に対した待遇を改善して、協同組合
にて支援できるようにしたり、社会にて優秀な大学生を先発して協同組合で働くようになった場合に、
国家からの一定な補助金の支援を申し立てます。 
4)国家と自治区にて、農民協同組合の政策、資金、プロジェクト支援を拡大し、協同組合の融資調達に
おいての特恵政策を実施して、組合が直面した資金調達の苦情を解決することを申し立てます。
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復興に春が来たので風景が目立つね
-湖北福興グループ’以企带村’の記録 

Ye, jianwen
(中国フベイ城)

尊敬するキムジェヒョ事務総長の、貴賓皆さん、 

済州島は中国人たちが最も好きな観光地です。韓国朝鮮日報の中国語版の報道によると、2013年5月

まで、済州島を訪れた外国観光客は51.9万人で、そのうち、中国人観光客は36.1万人、外国人観光客

は全体数の7%を占めております。このように中国人の夢の都市、美しい済州でNEARの会員団体代表

団、皆さんと一緒に集まって我々の共通関心事について議論できるようになったことを大変嬉しく思っ

ております。

 

前に発表した中国寧夏のリュウ所長は中国農村事業分野の専門家です。彼は専門家の立場から中国寧夏

の農村協同組合の発展事例で、中国の農民、農村や農業の発展の状況を紹介しておりますが私は、引き

続き、非専門家の見方で、中国湖北省の向進企業発展の事例を紹介したいと思います。

湖北紹介 

‘村の中の都市’という称号を持っている農民らの新都市がハンチュワン市チョンフジン復興村平野に姿

を現しました。広くてきれいな道路、規則的で画一的な工場の建物、地味ながらも古風な住民マンショ

ン、富裕な文明村、調和のとれた人間関係などが集まって中国新農村の一幅の生動感の溢れる風景を描

いています。湖北復興村はとても平凡な辺鄙な農村で全国新農村のモデル村に発展した町です。

1. ‘以企带村’方針として設立された背景と原因 

復興村はハンチュワン市チョンフジン西北部に位置しており、耕作地2748名(1名=666.67m2)、管轄

区域内に13ケ所村民小組、総人口は3753人です。武漢市で98km離れていて、チョンフジン政府庁舎

とも数キロメートル離れており、村の東部と村の南側が漢江によって隔てられていて地理的にもとても

よくない位置にあります。歴史の中の天候は’4面が泥沼で10年に9年は水につかっていた。’いう言葉が

あるほど特別な資源があった訳でもありません。

湖北福興グループの前身はドヮンジア村9条の農民タングンイェンが1981年に設立した鉄と木材の加

工工場でした. 1996年、’二つの溶鉱炉、3間の攻防、4つのハンマー’としてスタートしたこの家庭攻防

企業は事業領域絶え間ない拡張で湖北ハンチュワン・ワイヤケーブル有限会社に発展しました。1999

年、会社は深銭センA株に上場後、金属製品だけを主にするという’1業為主(一业为主)’戦略と金属製

品、不動産、生物薬業など3つの事業を併行するという’3業並重’という発展戦略を実施して湖北復興科

学技術グループを設立して驚くべき速さで発展して現在の傘下に湖北復興科学技術有限会社、ウハン

フウィイ不動産など二つの上場会社及び子会社を持っていて勤務しているスタッフも7000人であり、

資産総額は36億元、純資産は17億元に達します。2005年、この会社は販売収益30億元を達成してお

り、利潤と税金3.9億元と、史上最高の成績を記録しました。 企業が村を導くという’以企带村’方針と

は、1996年12月にハンチュワン市ワイヤケーブル株式有限会社の総経理を歴任していたタングンイェ

ンが出したことです。ハンチュワンシ委員会、市政府がトレンドに歩調を合わせて動いて基層役員たち

と農民たちの意見を求めるなど、行動は、農村経済発展を促進する新たな発想であり農村の都市化を加

速化と都市と農村の一体化を建設する新しい経路だと思います。

2. ‘以企带村’方針の運営のメカニズムと主要内容 

チョンフジンと復興グループは復興村管理の責任と権利を分ける事において、下記のように合意を達成

しました:企業に村を導くというのは決して企業が村を代わりにするという意味ではありません、先導

するのであって、代替するものではありません。復興グループは経済と文化を率いてチョンフジン政府

は政治と行政を管理します。’以企带村’の運営方針は’一つの機構、二つのメカニズム’に定義することが

できます。一つの機構とは、チョンフジンの’以企带村’指導小組であり、チョンフジン、復興グループ

と村の主要責任者で構成されました。 チョンフシ、党指導部の指導の下に毎年2回以上の連合会議が開

催され事業計画、具体措置研究、事業のうちに現れた葛藤と問題解決などに草案を作成することによっ

て機構と指導を効率的に強化します。二つのメカニズムとは、相互作用するメカニズムです。、文書の

形式で具体的な企業と村の双方の責任と義務を規定します。協調メカニズムとしてのチョンフジン政府

関連部門、復興グループ当為事務処、プロジェクト管理部、村委員会などの機構は定期的な交渉を通じ

て、’以企带村’の効率的な運営を責任を負うようになります。彼らは’以企带村’の内容について次のよう

に定義します:企業の総合的な先導優位を発揮し、村や企業間に組織的で定期的である緊密な連絡網を

構築して 人材、管理、情報、技術、資金、土地の労働力など生産要素の配分を最適化して’工人が農民

を食べさせて、実力のある農民が企業の基盤となる村と企業がウィンウィンする。’という目標に到達

することです。さらに、’以企带村’の主要内容を提示し、すぐ企業の’5町村’や村の’3為’です.
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1) 項目町村-プロジェクトの到来:府大企業を発展させて村級企業の発展を支援することにより、集団経

済実力を向上することです。復興グループは独自の長所を生かして産業の変更を通じて復興村とリファ

村支援のための溝切り工場、プラスチック製品有限会社、金属構造物加工工場など30個の工業企業を

設立して復興グループのために部品を生産するようにしました。この企業は復興グループの指導と助力

のもとに現代化企業制度を全面的に推進して技術改善に取り組み、企業の規模を絶えず拡大して商品の

科学技術の含有量を日増しに向上させました。現在、すでに3つの企業が規模以上の工業企業へと発展

し、生産額は年平均40%の大幅に増加しています.

2) 主役町村町村-人材の到来

農村が裕福になれるかどうかは支部にかかっています’. 彼らは企業が推薦して町が選択する’キチュチョ

ンソン’の方式を採用して、人材の選択と雇用経路は広げることで、復興村の幹部選択は難しく、育成

しがたくて残りづらいほど厳しかった問題を解決しました。 福興グループ党委員会は前後に経営を知

ってをうまく管理している福興村住民兼会社の販売部署の南方管理部タンイェリャン部長とリファチョ

ン住民兼会社1工場の副工場長リジンウォン、そして1工場技術課の課長ウチウンを説得して役員の交

代選挙に参加するようにして、ともに高い得票率で当選になりました. 福興グループ党委員会は前後に

経営を知ってをうまく管理している福興村住民兼会社の販売部署南方管理部タンイェリャン部長とリフ

ァチョン住民兼会社1工場副工場長リジンウォン、そして1工場技術と誇張内雄図を説得して役員の交

代選挙に参加するようにしてともに高い得票率で当選がなりました. タンイェリャンは2000年2月から

復興村党委書記を担当した以来、綱紀が弛緩した指導部を再整理して村の指導部の政策執行、主人の先

導、発電の推進、安定の維持能力を向上させて、いくつかの目標と課題の円満な成功のために組織化な

った保障を提供しました. これで村の200万元の債務を解決して相当な金額を貯金したりしました。最

近になって、この町は前後に、湖北省’向進企業市示範区’、ショガンシ’10江村’、ハンチュワンシ’先進

基層党組織’という称号の栄誉を与えられました. タンイェリャン個人もまた、前後に5回にわたってグ

ループ大償を受け、2002年には’ハンチュワンシ10代の主要幹部’として選抜されました。

3) 文化町村-文化の到来:農民たちの余暇生活を多彩にするため、福興グループはすでに9年前に衛星紙

面システムを構築し、ケーブルTVを家ごとに連結するプロジェクトを実施することで、復興村をハン

チュワンシで一番最初にケーブルTV 視聴が可能な地域に作ってくれました。2003年、全村においての

電話機普及率は95%に達し、超高速インターネット、無線通信ネットワークが前の村に構築なりまし

た。村5000冊余りの本を所蔵する図書館と500万元を投資して4000人収容可能な復興劇場を建てまし

た。 毎年正月、旧正月、’5.1’、’10.1’、’9.9’には慣例により城内外劇団を招待して劇場で公演をしてい

ます。また、20人の団員で構成された専門演劇団を設立して毎年福興劇場で100回の公演をしており、

復興村とリファチョン住民たちは無料で観覧することができます.

4) 福祉町村-福祉の到来:第一は復興村の範囲内のすべての老人たちを復興グループの社会福祉の対象

としています。男子は60歳、女子は55歳以上の住民たちは毎年600元-2000元の生活補助金を受けるこ

とができます。土地は、農民たちの生命線です。復興グループは毎回の土地を購入するときは厳格に政

策によって農民たちに補償をしてくれました. 最近、また、土地’追加補償’を進め、農民たちの企業の発

展に対する支持に応えています。土地購入日から始まり、農民たちは一括払いで毎年1苗当たり400元

の土地補償金を受けることだけに、福興グループは約500万元を使いました。 2006年から、1苗当たり

の土地補償金を1000元に引き上げました。二番目は住民優先雇用政策です。男子は満18歳、女子は満

20歳の住民たちに対しては同じ条件下で優先採用を実施します. また、彼らは復興グループで、医療保

険、住宅補助、子供の学資金支援、退職養老保険など様々な福祉待遇を受けられ、このうち、共働きの

家庭は家の購入補助金2万元、子供の小学校から大学までの学資金を300から10000元まで支援を受け

ることができます。 第三は60万元を投資して福興シルバータウンを設立して1車に60人余りの住民を

配分しました。シルバー住宅には家具、TV、ビデオプレーヤー、VCDが用意されています。 毎月150

人民元の基本生活費の他にも旧正月には、一人ずつに魚や肉10kgと700元の小遣いもあげています.

5) 資金町村と資金の到来:福興グループは’以企带村’課程の中で農業生産の発展と農業投資に注目してお

り、農民を保護して支援し、強化する措置を積極的に取り込んでいます。 リファチョン既存の耕作地

の面積は540苗で野菜、稲、綿花栽培を主としており、村の負債が187万元に達していました。昨年に’

以企带村’方針を実施した後、復興グループは群衆の声が一番高い問題から着手して90万元の資金をリ

ファチョン 農耕地の水利施設建設に使用しました。2000mの幸福の水路を浚渫して二つの 2300mに

達する新しい灌漑施設を開削、140

の農耕地を改善し、長さ250m、広さ15mの橋をかけて一つの水門を建設して災害救助、災害の減少能

力を大きく向上しました.

‘木陰を借りて大きな木を保護します’。復興グループとの相互作用と連結において復興村は’3到位’を積

極的に実施しました.

1) 統一思考の認識の水準到達(到位)。第一は適時に復興グループの’以企带村’方針の重大な策略、措置、

事業の要求を農民たちに伝え、交流するようにして、農民たちの参加と疎通を引き出すことです。二番

目は、周期的な宣伝活動を展開して企業の発展が周辺住民と農村、地方経済にもたらす良い点を広く知

らせて’工場が栄えると私の栄光があり、工場が倒産すると、私の恥だ’という道理を悟るようにしてみ

んなが心と力を合わせなければなりません. 第三は、テーマ教育を実施することです。例えば、復興村

に現れた外来労働力と事業者に対する差別待遇と蔑視現象について住民に外来の人材も企業の中堅力量

であり、外来企業人も地方経済繁栄を導く功臣であることで彼らを尊重して愛しなければならないと教

育を実施して、この悪い現象の蔓延を効率的に抑制しました.
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2) 環境管理発展水準到達:第一は復興グループの大型プロジェクト現場で1つのプロジェクト、1人の村

幹部、1度に完成という’4つの1’作業メカニズムを実施して復興グループの土地購入、免許取得、土地

補償など方面でワンストップサービスを提供することです. 第二は、定期的にワーキングチームを構成

して復興交番、会社保安課と協働して企業周辺の環境について集中的に治めて企業と周辺の住民たちと

の対立や紛争解決に協力し、’4敗6強(四霸六强)’と企業の正常生産秩序を妨害する行為を一掃して企業

の生産の’ゼロ妨害’を実現することにより、企業の発展をために良い外部環境を造成することです.

3) 生活物流保障のレベル到達。復興グループの広範囲な消費者の需要を満足させるため、復興村は’米

袋’と’野菜カゴ’建設に注力しました。

全村は優良品質の稲1600苗、ハウス野菜300苗、水産物養殖団地800苗と家禽の飼育業者18箇所を発

展させて復興農業貿易市場物流の主要経路地域群として、 物価を抑制し、住民の生活に便宜を提供し

ました。これと同時に、住民を率いて商業貿易、飲食業と運送業を大きく発展させることにより、会社

の社員に便宜を提供することはもちろん、住民たちのためにも所得を上げる機会を増やしました.

生産要素が復興地域経済で新たに組み合わされて最適化配置されて’5町村’と’3到位’の相互作用と連結

は、村と企業双方が漸進的に相互の需要、優位相互補完、共同発展の新型協力関係を形成しました.

3. ‘以企带村’方針の運営成果

およそ10年間の模索と実践を通じた’以企带村’は目立った成果を出し、立体的かつ総合的効果を見ました.

1) 都市化が急速に進んでいます。’以企带村’を通じて復興地域は’3代転換’が起きました。1番目は農村

が都市への転換を実現しました。、漢江周辺の平凡であった村が10年間の絶え間ない張力で波のよう

に拡散、膨張して規模が絶えず拡大されて5km以内で人口約3万人を持った現代化の機能を持った中心

町に浮上しました. 10個の並木路、2000棟の高品格別荘と行政区、工業区、商業区、生活区、文化教

育地区、レジャー区、民営経済区、現代農業示範区が秩序整然と並んでおります。銀行、ホテル、ショ

ッピングモール、学校、劇場、体育館、公園、病院、福祉施設、水道公社など、すべての施設が集まっ

ていて、6本の外部へ通じる道路が四面八方を繋げております。2002年復興村の1500人余りの農民の

うち、200人の農民たちが異なる経路を利用して復興邑を尋ねましたが、まだ1200人の年寄りたちが

依然として各自の田舎町を守っています。復興グループは、農民たちの要求に呼応して高い基準で農民

たちの新しい基盤を企画して建設しました。 住宅改善事務所を設立して’4通’、’3通’、’3個’つまり統一

企画、統一設計、住宅団地の統一供給、統一補助基準と電気、水道、道路の開通と首都、トイレ、ゴミ

の排出問題の改善を実施しました. 家庭年間所得が全村平均年間所得より低い家庭を相手に2万枚あま

りのレンガを提供し貧困世帯には3-5万元の補助金を支援しており、古い家の撤去補助金は1m2あたり

40-70元としました。 環境を美化するため、福興グループは100万元をかけてヒマラヤスギ、桂樹、白

木など20種あまりの造景植物を購入し、農民たちの新しい住宅の前に

えて1距離1の風景、1区域1の風景のパターンを形成しました. 現在、復興村はすでに9つの小組900余

世帯が2階構造の古風なヨーロッパスタイルの新しいアパートに入居しており、残っている3つの小組

300余世帯も今年の年末ごろには改造が終わるはずです. それから、2004年7月には省の管理区域であ

る復興工業区を設立してハンチュワン西北部の工業都市、経済情報の中心地になりました. 2005年4

月、ハンチュワンシ政府はチョンフジンを復興鎮へ変更して陣の住所を復興村に移転させて陣区企画面

積10km2で現在建設中にあります。第二は、第1産業が第2産業、第3産業への転換です。現在復興地球

の2、3産業の割合はすでにすべての産業の98%を 占めており、ハイテク産業がかなりの割合を占めて

います。復興地球は各種の生産要素を吸収するブラックホールになりました。この山間湖が村に全国各

地の約2万人の人材と企業人たちが定着し、100カ所の大小の企業が投資しており、 ハンチュワンシの

農業銀行、商業銀行、交番工業と商工、税務、郵便局など一連の行政施設、その他の社会公益事業機構

までも先を争ってここに腰を下ろしました。今日の復興は既に全国20余りの省、市、、自治区の1000

人余りの大学生と工学技術人材が集まっており、米国、日本、イタリアなど10か国余りのバイヤーた

ちも絶えず出入りして います。人材集成と人文繁栄は企業の発展を促進して現地社会、経済、文化の

発展を推進する原動力となりました。第三は、営農人の産業公認への転換を実施しました。4000人の

農民たちが現地の転換を実現したが、そのうち福興グループで勤務した人員だけで約3000人に達し、

これらの平均月給は1000あまりの元であり、第3産業に従事する人材は1000人であり、二つ村の全体

労働力の85%以上を占めます。2005年、復興村は経済総収益1.98億元を達成しており、村級工業は販

売収益1.3億元、村級経営に当たる純利益は900万元に達し、全城村級経済実力500強モデル村に選ばれ

ました。農民たちの平均純収益は7000万元線を突破して7250元にのぼっており、これは10年前の１0

に相当し、ハンチャンシ農民平均年間所得の 1.25倍になります。

福興住民兼グループ8工場の工人であるスフンチャイと彼の妻は1997年から出勤しました。出勤前、彼

らの生活はとても貧しく、低くて狭い、小部屋で生活していたし、子どもたちの学費さえ出すことがで

きない状況でした。 しかし、出勤後には生活状況が日々良くなって新しい家も建てて新しい家具も入

れ、会社で子供たちに学資金支援金まで出て生活が都会人たちよりもっと豊かになりました。調査によ

れば、この村の95%に達している家庭は全部で何万元の貯蓄があり、数百、数万元を持つ富裕層も少

なくないそうです。昨年、ハンチュワン農業銀行復興知行の預金預金の預かり額は1.5億元と、ある面

では福興人の富裕の水準を反映しているとも言えます。

2) 文明水準とは絶え間ない向上であります。復興地球はテンモン、ハンチュワン、セントウの3地域の境

界に位置しており、ハ氏家、李氏家、チャン氏家の三姓の密集地域であって、歴史的にお互い敵対視して

種族間の紛争がよく起きていました。 ‘以企带村’後、住民と企業両方で農民たちの公衆道徳意識、対人関

係儀式、公衆衛生意識、公衆生活意識を重視しており、健康文明の新たな風潮を先導しています。



92 93

10年間、継続して’5号家庭’、’10星級文明戸’選抜活動を堅持しています。選抜基準は衛生清潔、家庭和

睦、集団に対する関心、規律と法規の純水遵守など様々 方面のものです。’5号家庭’と’10星級文明戸’に

は上場を発給するほかに復興グループの年末決算にも含めて表彰し、1000-2000にも至る奨励金も授

与しました。7級以下を受けた農民についてはイエローカードを出して警告し、関連福祉をキャンセル

しました。復興村はすでに78%に達している家庭が会社の表彰を受けました。福興グループは’2心1成’

、’3話3興’、’4の目標’、’3冠5徳’、’6の言葉’、’プシン人としての仕事の処理基準’など教育を企業で、農

家で、社会で、学校で、店で実施しています。先進文化で住民の思想を率いて感化させ、’文化活動は

復興で、読書活動は復興で、文化講座は復興で、文化展示は復興で’という活動を展開しています. 福興

劇団、文化工業団など企業や農村のためにサービスして先進文化を伝播することを彼らの義務としてお

り、’福の中で’、’福興地球の恩恵’など40あまりの富の住民たちが楽しんで見る喜劇や歌謡を作りまし

た。2004年には社会上で人々が裕福になったら妾を置くのと同じ現象について、大型、現代劇’福の中

で’を創作して正義を具現して邪悪を退ける話が生動して真実性があり、多くの人たちが涙を流しなが

ら視聴し、教育意義と現実意義が強いため、福興劇場で保存することにしました。 第8回中国’サツキ’

民間演劇フェスティバルで金賞を受賞し、全国’サンボクム’文化先進集団の称号を授与されており、今

年4月にはまた、第7次湖北演劇モクダン賞を受賞して現在は6月にあるかジンジン回報公演準備をして

います。 希望があふれる平原を文化でしっとり濡らして群衆たちの精神世界に大きな変化が起きまし

た。みんなが心を合わせて企業の発展を支援し、企業の利益を保護しています。自発的に村の衛生を守

って草花を保護し、村と住民の風習が純朴で人間関係が和睦し、治安状況がはっきりと好転し、子供た

ちが先を争って両親を扶養する新しい風潮が生まれています。福興グループは最近、2つのシルバータ

ウンを追加で建設することで、老人が増えつつある需要を満足させるために準備していたが、市場調査

を通じて88%の若者が老人たちと一緒に過ごすことを望んでおり、家庭で老人を扶養していてしばら

く建設計画を保留しています。 最近、この村は前後に市文明村親孝行単位、湖北安全文明村に選定さ

れまして、復興の町も湖北文明団地に選定されました。

3) 労働力素質の不断の向上であります.

知識型農民です。天候は偏屈な村で農村社会事業が遅れていてほとんどの農民たちが、まともな教育を

受けられなかったです。10年前、復興村の子供たちは中学校までに卒業しても’文化人’とし、ほとんど

すべての住民が文盲でした。 ‘木がよく育つには根を強固にしなければならず、遠く流れるとすれば水

の源泉をうまくコントロールしなければならない’という言葉があります。会社は果敢な決断を下して

子供たちからスタートして復興の教育事業を発展させ始めました。1996年、280万元を投資して復興

小学校学校庁舎を建設し、教授設備を買い入れて復興小学校はハンチュワン市のモデル学校として急浮

上し、教育の質も大きく向上されました。1997-2000年には順序で390万元をかけて福興中学校(高等

学校を含め)を設立し、2棟の現代化学校庁舎を建設してハンチュワン市一流の語学室、化学実験室、

電子工学実験室を建設して復興村の子供たちの周辺地域の子供たちに比べて少なくとも5年はまず、現

代科学技術文明の恩恵を受けています。2005年には復興の中学校の中間順位がハンチュワン市3強に入

り、98の学生が修学能力試験に参加して68人の学生が大学に入学しています。なお、彼らは大学に入

った学生たちは会社から学費の半分に相当する資金の支援を受けられるように決定しました。‘10のた

めには木を植えて100年に向けては人を植えなさい’という言葉と一緒に教育事業の隆盛は復興地区の発

展に大きな影響を与え、新しい世代の文盲が生まれることを予防し、その後に職業教育を受けて迅速に

就職できる基盤を整え、青少年らが学校をやめることにより、あまりにも早く社会に追い込まれた現象

を防止しました。統計によれば、現在復興地球の86%の青年たちは高校以上の学歴を所有しているこ

とが明らかになりました。

機能型農民です。もし農民たちの技術能力を高めなければ、農民たちの就職の機会を増やせないだけで

なく、後には社会競争力にまで影響を及ぼすことになります. 2003年、復興グループと武漢科学技術大

学は共同で100万元を投資して 福興職業技術学校を設立しました。注文書による教育路線を選択して労

働力に転換される前の職業技術能力教育を実施して漸進的な学生募集で職員募集を代替しました。すべ

ての短期大学から全日制大学課程を開設して本地域の当該や、既存の高等学校卒業生を募集して学校に

通う1年間学費と宿泊費を免除しています。開設科目は国語、数学、英語、パソコン、機械設計と製造

があります。学生たちを作業能力が優秀な職員として育成するため、無限グヮクハク技術大学教授陣と

復興グループ工学技術人材は共同で授業を受け持っています。すでに2期の132人にのぼる学生が卒業

して会社から出勤しており、彼らは普通の職員たちより20%以上高い賃金を受けています。
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主題発表 05

コミュニティビ
ジネスと兵庫県の事例

池上隆久(日本 兵庫県)

管理型の農民です。復興、リファの両村復興グループで勤務する人員3000人のうち、320人が長年の

鍛錬と経験で中級以上の技術という肩書きを受け、55%の人たちが職業技術教育を通じて初、中級の

専門レベルに到達して合格された産業、公認になる、企業の労働者として成長しました。 彼らは華中

科学技術大学、無限大学、無限科学技術大学など12つの大学と共同でEMBA修士課程、会計計算機過

程、英語の専門課程を開設し、委託教育生の教育も担当しています。また、時間通りに優秀な人材で職

制を強化しました。復興村村民兼1工場の工場長だっチャン・スチャイは1000人が勤務する1工場を完

璧に管理しており、現場管理、設備管理、品質管理、原価管理を正常な軌道に置きました。彼の優れた

成績は彼を会社の副総経理に、2003年には会社の総経理に抜擢して全面的な事業を目配りするように

なりました。 福興中学校から大学に入学したフ・スサンは今年35歳として卒業後会社の福州市販売部

で働いて、業務実績が優れて2000年11月に財務最高管理者兼総経理補佐官に抜擢されました。現在復

興グループ60%の中層以上の役員と70%の班長らはすべて復興村とリファ村住民であります。

‘木は根があることにぼうぼうと生えて、水は根源があることに絶えず流れる。’という言葉のように、

労働力の資質のたゆまぬ向上だけが知識をもって文化の持つ 新型農民が排出できるし、これは企業に

安定的な職員軍を提供し、企業の繁栄と成功のために丈夫な基盤を作り上げました。

統計によると、10年以来福興グループは累計6000万元もの資金を復興地球のインフラ構築と公益事業

の発展に投資したが、タングンイェンは企業が毎年利潤の1/30あるいは1/40を’以企带村’に投資してい

ても、農村の大変革と企業の大きな発展を持って来られるのでその価値があると言いました。

確かに、復興グループが’ 以企带村 ‘方針を推進することにより、復興地域住民の経済、社会、政治、

文化生活など、多くの面で大きな変化と影響を持って来て、またこれからも継続してもたらすものであ

り、旺盛な生命力を見せています。復興地域の農村経済社会の発展に伴い全体の農民たちの資質が向上

することであり、彼らは社会主義新農村建設のための歩みをもっと大きく、早いし、もっと遠く踏み出

して進むことを私たちは確信できると思います。
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主題発表 06

アルタイ村の発展
 – 農工業複合地域の成功的発展のためな基礎

Zhilin Alexander
(ロシア・アルタイ変更州)
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アルタイ村の発展
 - 農工業複合地域の成功的発展のためな基礎

Zhilin Alexander
(ロシア・アルタイ変更州)

尊敬なる小委員会会議に参加している皆様!
アルタイ地方の農村地域の発展に関する情報を申し上げます。

アルタイ地方は、ロシア連邦内で最も規模の大きい農業地域の中の一つであります。
農業経済の比重とは、ロシアが 6-7%であるに比べ 地域 総生産の 18% 以上を占めております。. 
地域のほぼ半数以上の住民が農村地域に住むので、（国家資料によると、この数値は26.1% 水準) 住民
らの生活水準や生活環境を改善するのがアルタイ 農業 部門の発展のためには真に重要なことになりま
す。 
アルタイ地方が投資えを受けることになってから、新しい技術を導入したお陰で連邦はもちろん 地域
の目的プログラムの一環として、農村を安定的に発展させるよう総合的な支援体系が具現されました。
私の演説（発言）では現在のアルタイ地方で進行されているすべての目的のプラグラムに触れるつもり
はありません。但し、その基礎になるものを皆様方に知らせるために努力いたします。 
10年に渡ってアルタイ地方は、 «2013年までの村の社会発展» と言う連邦の目的プログラムに積極的
に參加しました。このプログラムは、５千名以上の農村家族らの生活條件を向上させまして、数百キロ
メーターに至るガスパイプラインや水道管, 送電線の開設が可能になり村で自動車道路を利用できるよ
うになりました。 
そのうえ、我が地域はロシア領土内で地域社会(コミュニティ)複合コンパクト建築のプロジェクト具現
のためな 見本(標本)に入りました。 

今年のロシア連邦政府は «2014-2017年および 2020までの農村の安定的発展»に関する新しい連邦目
標プログラムを承認しましたが、これは国家の計画に従って村の生活條件を順次的に 正常(標準)的な状
態に作って行くことであります。住民達に取っては、住宅や建築, 社会および技術インフラの 敷地のた
めの公的資金を支援することだけでなく、農村地域開発のための地域イニシャチブ補助金の 支援およ
び成果を奨励して 普及する方向へいけるよう提案しております。 
村を支援する地域対象プログラムの中で、2012-2020年間の «アルタイ地方の農村地域の 安定的な発
展» というプログラムに注目するべきだと思います。アルタイ地方はパイロット地域になりまして、初
めにこのプロジェクトを具現出来るようにしております。 現在、地方のすべての地域にて類似な 地域
プログラムを開発しており、新しく国家の支援を受けるために研究をしております。また、地方内の農
業地域の社会経済問題に対して包括的なソルションを提示しようと建設, 酪農業および農場を再建して
現代化する方向へと他の地方プログラムを育てております。 プログラム具現の価値(重要性)と言えるも
のとは、結局、農村 地域にて新しい生産性の高い職場を創出し、 世界水準の技術を持つ農工業 複合団
地を作って村経済およびインフラを発展させるのであります。 
その他、アルタイ地方の農場主を支援し始めから一連の他のプログラムを具現しております。
アルタイ地方の農場や農場企業体では30歳未満の職員 8,500名を雇用しました。これは、若い専門家で
構成されたチームという側面で見ているには、国家内で最も大きいグループの中であります。
従って、最近の過去 5年の間に農村地域ビジネス開発に関して最も深度ある論議を行った全ロシア靑年 
大会が我が地域にて 開催されました。 
別途に, 官庁の目的志向のプログラムである «アルタイ地方の農村観光発展»に関して詳細に議論したい
と思います。 農村観光こそ、農村を複合的に発展させられる效果的な道具の一つであることを真剣に
考慮し、2009年、地域でこのプログラムが承認されるようになりました。 農村住民のための農業 観光
の経済的效果とは、次のような所で見るとかなり重要なことになります。農村人口の所得水準の 向上, 
住民の雇用性保障, 個人農場の製品販売が可能になるし、民族的の独創性と伝統の保存など、最近何年
間の趨勢を見ていると、今日の農村観光は最も若くて有望な分野の中の一つであるをはっきりと言い切
れます。 
結論として申し上げれば、私はアルタイ地方のためには農村開発を促進することが優先されるべきの 
重要さをもう一度強調いたします。 
全体的な整理にあたって申しますと、国家の成功的な社会経済発展のために最も大事な条件となるの
は、農村地域の安定的な発展が支援できる多樣なプログラムおよびプロジェクトを地域水準に合わせて 
具現することでございます。 

会議に参加した方々にとって有益な 時間になると幸いに思います。
ご傾聴ありがとうございました。 
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主題発表 07

サハ共和国 (ヤクチア) ハンカラスク 部落 
-ネミュキュンツ・ヤクツ 自治区

Maxim Vasiliev
(ロシアのサハ共和国)
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サハ共和国 (ヤクチア) ハンカラスク 部落 
ネミュキュンツ・ヤクツ 自治区を例える伝統的なヤクツ村の生活方式

Maxim Vasiliev

(ロシアのサハ共和国)

農村住民らの協力を原則とした領土 共同の 自治区 

あらゆるヤクツ村では、トォウェルヴェ (ヤクツ語で訳すると ‘’住居団地’’) と呼ばれる領土共同の自

治区が広範囲にわたって広がっています。 領土共同の自治区とは地理学的な原則によって分けられま

す。 ネミュキュンツ・ヤクツ自治区は、450人ずつ居住する 5ヶ所の領土共同の自治区に分けられま

す。 2年毎にこの住居団地の住民達によって選出された指導者および指導者の指定した理事会が領土共

同の自治区管理機関になります。 ヤクツ自治区の大事な部分に関しては、協議を通じて厳しく行われ

ます。造園、町の修理およびヤクツ自治区にて施行する文化やスポーツ大会に参加する問題、もしくは

冬場に農業用家畜にどうやって水を与えるか (氷に穴を開けて家畜を飼うこと) などの問題が、すべて

領土共同の自治原則に従って決まります。 領土共同の自治区は、よく住居団地の住民らの資金を共同

組合の形で管理しますが、資金は大体、低所得家庭の子供の教育や治療、造園、子供達が遊べる公園造

りなど、多様な対策を立ててから、それを解決するために執行されます。 

領土共同の自治区の儀長は、一般的に住民の中で尊敬されていて管理能力を備えた人が住居団地の住民

らによって選出されます。住民らは自治区の首長および行政機関とともに共同で領土共同の自治区の暮

らしの問題に関して協議し、その問題を解決するための計画を立てます。 

領土共同の自治区のあらゆる作業は点数(評点)が合算されますが、年末にその地域および他の住居団地

から受けた点数(評点) の合計を計算して優勝者を決定します。あらゆる領土共同の自治区は、年末に彼

らの作業に対した褒章の形で賞金やお土産が授与されます。

馬の飼育 事例からみた農村協同組合

馬の飼育は現代の ヤクツ村経済にとって核心的な役割をする伝統的経済産業分野であります。 

まず、ヤクツ馬の繁殖特性に関して簡略に申しあげます。 ヤクツ馬とは、タイガおよび草原地域で年

中にわたり自生的に放牧されているとても強くて丈夫なペットであります。出生前に寒さの厳しい零下

の冬や早春には、馬に追加の飼料を与えます。ヤクツ馬は、道を案内する大将馬が馬群れを率いる場所

である «アトォル・ウイェレ(atyyr uere)» の原則に従って繁殖されます。 18~ 24匹の雌馬と小馬、そ

して家族の馬らが 放牧されます。

馬らの飼育において協力の原則とは、住民達によって各参加者たちが持分(配当)のある共同企業を構成

するのであります。 – この持分とは雌馬もしくは数匹の雌馬になります。企業は決定を下ろす代表者

を決めて統治行政権も持ちます。 それから、企業は毎年に小馬を産む馬の匹数をきめます。小馬の数

は、 屠畜用もしくは販売用によって決まります。屠畜する各株主(組合員)達は雌馬や数匹の雌馬に対

して毎年に賃貸料(費用)を払います。その金額には一年の間に企業が払うべきすべての費用が含まれま

す。 会社の受益は株主(組合員) の間で販売受益や小馬を分ける方式で分配します。居住地にある馬の

総匹数は人口により変わりますが 、ネミュキュンツ・ヤクツ 自治区には 1,100匹の馬があります。 

馬の飼育において村住民達の協力こそ、もっとも効果的な経営形態の中の一つで、彼らの所得の源泉と

も言えます。そして、馬の飼育は ヤクツ人にとって生き方の一つであり、彼らの伝統的な生活の方式

であります。 
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